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ま え が き 
 

プレストレスト・コンクリート建設業協会東北支部管内は，そのほとんどが積雪寒冷地で

あり，凍結抑制剤の散布量も多いことからコンクリート構造物の塩害や凍害に対して非常に

過酷な環境にあります。これらに起因した構造物の劣化による維持管理費の増大が課題とさ

れています。 

このため東北地方整備局では，短期集中的に整備中の復興道路・復興支援道路の事業やそ

の他の直轄事業の推進に当たり，将来の維持管理費の低減を目的にコンクリート構造物の耐

久性向上に向けた様々な取組が行われています。 

 

当支部においても，施工時に発生した初期欠陥に起因する劣化が生じないような対策を検

討し支部会員内に周知徹底すること，東北地方整備局道路部道路工事課とともにＰＣ橋の高

耐久化のための対策を立案し，その効果を確認することを目的に，平成25年 2月に「ＰＣ橋

長寿命化委員会」を支部内に設立しました。委員会では，「初期欠陥防止ＷＧ」「塩害対策Ｗ

Ｇ」「プレキャスト製品ＷＧ」の３つのＷＧ体制にて，関係各位の助言・援助を受けながら活

動を推進してきました。 

 

このうち「プレキャスト製品ＷＧ」では，平成25年度に工場にて蒸気養生により製造され

る高強度プレキャスト部材（プレキャスト製品）の製造過程における空気量の減少及び耐凍

害性について諸検討や確認試験を行いました。平成26-27年度には，プレテンション鋼材に

被覆ＰＣ鋼材を適用する際に懸念される桁端面のひび割れやプレテンション鋼材ベンドアッ

プ部で鋼材の被覆を損傷させない対策を検討しました。その効果を実物大試験によって確認

し，目的とする耐久性を確保するための仕様や製造・施工方法を策定しました。 

また，平成27-28年度には，主方向に被覆ＰＣ鋼材を使用する際のＰＥシースとの組合せ

を検討するとともに，ＰＣグラウトの実物大試験によって充填性を確認しました。 

                        

本書は，東北地方整備局「設計施工マニュアル（案）［道路橋編］」の仕様に基づき施工す

る際の参考資料とすべく，これまでのＷＧでの検討の内容や試行工事での知見をもとに，ポ

ストテンション方式の橋梁における，工場での製造や現地での製作時の留意点を抽出し，取

りまとめたものです。 
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仕様の概要① 

項  目 概要・基本仕様 

【適用範囲】 

  本書は，設計施工マニュアル（案）[道路橋編]１）に基づくポストテンション方式のＰＣ橋

を凍結抑制剤散布地域で施工する場合に適用します。 

その際の基本仕様は以下によるものとします。 

 

 対象：ポストテンション方式の以下の形式（本線上に架かる跨道橋は除く） 

    【場所打ち桁】箱桁，中空床版  【プレキャスト桁】コンポ桁，バルブＴ桁，スラブ橋桁 

種

別 
項目 

東北地方で凍結抑制剤を散布する場合 

一般地域 
飛来塩分対策区分 

Ⅲ Ⅱ Ⅰ※１ Ｓ※１ 

共
通 

かぶり(mm) 

床版上面,主桁

側面,主桁下面 

35,35,35 35,35,35 35,35,50 35,35,70 35,35,70 

主ケーブル 

・ＰＥシース 

・普通ＰＣ鋼材 

・普通仕様定着体 

・防錆仕様グラウトキャップ 

・ＰＥシース 

・被覆ＰＣ鋼材 

・防錆仕様定着体 

・防錆仕様グラウトキャップ 

鉄筋 ・塗装鉄筋（桁端部コンクリート塗装範囲のみ） 

・塗装鉄筋（桁

端部コンクリ

ート塗装範囲

のみ） 

・塗装鉄筋 

コンクリート 
・水セメント比45％以下 

・空気量4.5±1.5％※２ 

桁端部処理 ・コンクリート塗装 

場
所
打
ち
桁 

外ケーブル ・２重防食ＰＣケーブル 

横締ケーブル 

・プレグラウトＰＣ鋼材 

・定着部の防錆対策 

・定着体後埋め部防水処理 

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
桁 

かぶり(mm) 

上面,側面,下面 
35,35,35 35,35,35 35,35,50 35,35,70 35,35,70 

横締ケーブル 

・ＰＥシース  

・被覆ＰＣ鋼材 

・定着部の防錆対策 

・定着体後埋め部防水処理 

横組コンクリー

ト 

・早強（膨張・収縮補償） 

・水セメント比45％以下 

・空気量4.5±1.5％※２ 

コンポ桁床版コ

ンクリート 

・普通（膨張・収縮補償） 

・水セメント比45％以下 

・空気量4.5±1.5％※２ 

コンポ桁ＰＣ板 
・被覆ＰＣ鋼材  

・ＰＣ鋼材切断面防水処理 

※１ プレキャスト桁（コンポ桁及びバルブＴ桁）は飛来塩分対策区分 S・Ⅰでの採用は望ましくないため，プ

レキャスト桁（スラブ橋桁），場所打ち桁の仕様を示した。 

※２ 空気量の受入れ基準はＪＩＳ規格どおり 4.5±1.5％とする。但し，耐凍害性の観点から荷下ろし時の空

気量はJIS規格の範囲内で，5%程度を目標とするのが良い。 

参考文献 １）東北地方整備局：設計施工マニュアル（案）［道路橋編］平成28年3月 
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仕様の概要② 

項  目 材料 

 

【コンクリート】 

主桁・床板・横組部に使用するコンクリートは，コンクリート標準示方書１）［施工編：

施工標準］4.3.3 耐久性の規定に基づき水セメント比(W/C)を 45%以下とし，飛来塩分対策

を行う場合は道路橋示方書で想定している水セメント比の目安も考慮します。 

空気量の受入れ基準はＪＩＳ規格どおり4.5±1.5％とします。 

※但し，耐凍害性の観点から荷下ろし時の空気量は JIS 規格の範囲内で，5%程度を

目標とするのが良い。 

横組部や間詰め部には膨張コンクリート（収縮補償用）を使用します。 

 

【塗装鉄筋】 

塗装鉄筋は「エポキシ樹脂塗装鉄筋を用いる鉄筋コンクリートの設計施工指針[改訂版]」
２）に適合するものとします。 

 

【ＰＥシース】 

ＰＥシースは，「ＰＥシースを用いたＰＣ橋の設計施工指針(案）」３) に適合するものと

します。 

 

【被覆ＰＣ鋼材（内ケーブル）】 

被覆ＰＣ鋼材は，原則として低リラクセーション品とします。 

但し，低リラクセーション品は主方向に主として使用する SWPR7 12.7mm 及び同 15.2mm

の鋼材には対応済みであるものの，その他の鋼材には対応していないため，その場合は通

常のリラクセーション品を使用します。 

内ケーブル（縦締め，横締め）鋼材の被覆ＰＣ鋼材を選定する際には，「道路橋示方書」，

「設計施工マニュアル（案）［道路橋編］」及び「高耐久ＰＣ桁設計施工のポイント」の他

に下記資料を参考とします。 

 ・エポキシ樹脂を用いた高機能ＰＣ鋼材を使用するプレストレストコンクリート 

設計施工指針（案）４） 

  ・高強度ＰＣ鋼材を用いたＰＣ構造物の設計施工指針５） 

なお，これにより難い場合には，基準および資料等に示された性能と同等以上の性能を

有することの確認を行うこととします。 

参考文献 

１）土木学会：2012年制定 コンクリート標準示方書[施工編]，2013.3 

２）土木学会：エポキシ樹脂塗装鉄筋を用いる鉄筋コンクリートの設計施工指針

[改訂版]，2003.10 

３）プレストレストコンクリート工学会：ＰＥシースを用いたＰＣ橋の設計施工指針

(案），2015.8 

４）土木学会：エポキシ樹脂を用いた高機能ＰＣ鋼材を使用するプレストレスト

コンクリート設計施工指針（案），2010.8 

５）プレストレストコンクリート技術協会：高強度ＰＣ鋼材を用いたＰＣ構造物の設計施

工指針，2011.6 
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仕様の概要③ 

項  目 材料 

 

プレキャスト桁の横締めなどに用いる太径のシングルストランド（SWPR19 同 28.6mm な

ど）は，現時点でその容量に相当する被覆ＰＣ鋼材が無く，代替品として高強度ＰＣ鋼材

を使用した製品なども開発されているため，最新の市場の情報を確認のうえ適切に鋼材選

定を行います。 

 

【外ケーブル】 

箱桁橋に使用する外ケ－ブルは2重防食ＰＣ鋼材を標準とします。 

外ケーブルに使用する被覆ＰＣ鋼材は，内ケーブルに使用する被覆ＰＣ鋼材に準拠した

製品を用いることを標準とします。なお，これにより難い場合には，参考とする基準およ

び資料等に示された性能と同等以上の性能を有することの確認を行うこととします。 

樹脂等で防食加工した外ケーブルは，7 本より線が独立して配置されるパラレルタイプ

と，7本より線を数本束ねて加工したマルチタイプに大別されます。 

2 重防食の方法には，エポキシ被覆鋼材の周囲をポリエチレン被覆したものや，亜鉛メ

ッキ処理した鋼材の周囲をポリエチレンで保護したもの，アンボンドストランドの周囲を

ポリエチレンで保護したものなどがあります。 

 

【定着体】 

飛来塩分対策区分Ｓ・Ⅰに使用する防錆仕様定着体は，各定着工法が推奨する仕様に基

づき支圧板等を防錆塗装した定着体とします。 

 

【グラウトキャップ】 

グラウトキャップは，防錆塗装された鋼製グラウトキャップまたは樹脂製グラウトキャ

ップとします。 

 

【プレグラウトＰＣ鋼材】 

プレグラウトＰＣ鋼材は，「エポキシ樹脂を用いた高機能ＰＣ鋼材を使用するプレストレ

ストコンクリート設計施工指針」１）及び「ＰＣグラウト＆プレグラウトＰＣ鋼材施工マニ

ュアル」２） に適合するものとします。 

 

 

 

参考文献 

１）土木学会：エポキシ樹脂を用いた高機能ＰＣ鋼材を使用するプレストレスト

コンクリート設計施工指針（案），2010.8 
２）プレストレスト・コンクリート建設業協会：ＰＣグラウト＆プレグラウトＰＣ鋼材施

工マニュアル2013改訂版，2013.8 
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第２章 従来桁から仕様を変更する際の留意点 
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仕様変更の際の留意点① 

項  目 塗装鉄筋への変更 

【塗装鉄筋の配置】 

飛来塩分対策区分Ｓなど，全て塗装鉄筋とする場合は，組立筋や補強筋・グリッド筋も

含め橋体内に配置される全ての鉄筋，及び地覆・壁高欄等直接凍結抑制剤に接する部材の

鉄筋を塗装鉄筋とします。 

 

桁端部コンクリート塗装範囲内で一部塗装鉄筋とする場合は，その対象を，ウエブや下

フランジ（下床版），上フランジ（上床版）の下面など，最も外縁に位置する横断方向鉄筋，

橋軸方向鉄筋，フック等が外縁と接する鉄筋，組立筋，段取り筋，壁高欄鉄筋（桁端部コ

ンクリート塗装範囲），及び被覆ＰＣ鋼材を使用する場合のグリッド筋とします。 

以下にプレキャスト桁（ＰＣコンポ橋）の塗装鉄筋配置例を示します。 

 

塗装鉄筋の配置範囲 

・最も外縁に位置する横断方向鉄筋（桁端塗装範囲） 

・最も外縁に位置する橋軸方向鉄筋（端部セグメント） 

・フック等が外縁と接する鉄筋，組立筋，段取り筋（桁端塗装範囲，橋軸方向に 

配置する段取り筋などは端部セグメント） 

 
「設計施工マニュアル（案）［道路橋編］」１）より 

具体的な配筋要領は「設計施工マニュアル（案）［道路橋編］」１）を参照願います。 

参考文献 １）東北地方整備局：設計施工マニュアル（案）［道路橋編］平成28年 3月 
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仕様変更の際の留意点② 

項  目 ＰＥシースへの変更及び被覆ＰＣ鋼材を用いる場合の確認事項 

 
ＰＣ鋼材やシースの仕様においてＰＥシースに変更する場合や，被覆PC鋼材を用いる場

合の確認事項は，下表に示す本書各項を参照願います。 

 普通ＰＣ鋼材 被覆ＰＣ鋼材 

主ケーブル ＰＣ鋼材のリラクセーション - 3頁 

ＰＣ鋼材とＰＥシースの組合せ 7頁 8頁 

ＰＥシースの接続 9頁 9頁 

ＰＥシースの最小曲げ半径 9頁 9,10頁 

摩擦係数 10頁 10頁 

ＰＥシースの支持間隔 10頁 10頁 

セット量 - 10頁 

横締め ＰＣ鋼材のリラクセーション - 3頁 

ＰＥシースの接続 - 9,14頁 

セット量 - 11頁 

ＰＣ板 ＰＣ鋼材のリラクセーション - 11頁 

 

【ＰＣ鋼材とＰＥシースの組合せ】 

鋼製シースからＰＥシースに変更する際には，ＰＣグラウトが確実に充填できる様，空

隙率を確保したシース径を選定することが重要であることから，普通ＰＣ鋼材とＰＥシー

スの組合せは下記のとおりとします。 

■プレキャストセグメント桁，鋼材を先挿入する場所打ち桁 

基本的に先挿入用の鋼製シースの呼び径と同径のＰＥシースを選択してよい 

■鋼材を後挿入する場所打ち桁，箱形断面のプレキャストセグメント桁 

後挿入用の鋼製シースの呼び径と同径のＰＥシースを用いることを目安とする 

 

ＰＥシースを用いたＰＣ橋の設計施工指針(案）１)より 

参考文献 
１）プレストレストコンクリート工学会：ＰＥシースを用いたＰＣ橋の設計施工指針

(案），2015.8 
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仕様変更の際の留意点③ 

項  目 ＰＥシースへの変更 

主方向に被覆ＰＣ鋼材を使用する場合のＰＥシースの組合せは，普通ＰＣ鋼材を使用す

る場合と空隙率が概ね同等となる下記の「被覆ＰＣ鋼材とＰＥシースの暫定仕様」を用い

ることが望ましい。 

 
なお，被覆ＰＣ鋼材とＰＥシースを組合せて使用した事例が少ないため，上記の暫定仕

様を適用する場合においてはＰＣグラウトの充填性とＰＣ鋼材の挿入性を予め確認する必

要があります。 

ＰＣグラウトの充填性は，「ＰＣグラウトの設計施工指針」１）に基づく過去の良好な充填

の実物大試験の事例から，そこに示された範疇のＰＥシース径・空隙率・下り勾配角度・

ＰＣグラウト種類であれば，十分な充填を確保することが可能な条件であることが確認で

きます。 

現在，「エポキシ樹脂を用いた高機能ＰＣ鋼材を使用するプレストレストコンクリート設

計施工指針（案）２）」に基づく被覆ＰＣ鋼材を用いた良好な充填の実物大試験の事例は以下

となっています。（試験結果の詳細は資料１を参照願います） 

被覆ＰＣ鋼材種別 ＰＣグラウト種類 ＰＥシース径 空隙率 下り勾配角度 

12Ｓ12.7 

超低粘性型 

φ70 57.7％   15° 

φ75 63.1％ 0° 7° 15° 

φ80 67.6％   15° 

高粘性型 
φ75 63.1％ 0° 7°  

φ80 67.6％   15° 

良好な充填が確認された過去の実績と同等であることが確認されない場合は，実際の構

造物と同等のケーブル構造条件およびＰＣグラウトの施工条件を反映した実物大試験を実

施する必要があるため，発注者と協議してください。 

被覆ＰＣ鋼材の挿入性は過去の実績や試験から確認してください。 

 

構造細目の条件等により上記の暫定仕様を適用することで断面変更が生じ大規模な設計

の見直しが必要となるなど，橋全体に影響を及ぼす場合は，過去の施工実績に基づき細径

のＰＥシースを使用できるものとします。 

この場合，上記のＰＣグラウトの充填性の確認を行う必要があるとともに，被覆ＰＣ鋼

材の挿入方法をＰＣ鋼材メーカーと検討しておく必要があります。 

参考文献 

１）プレストレストコンクリート工学会：ＰＣグラウトの設計施工指針－改訂版－，2012.12 

２）土木学会：エポキシ樹脂を用いた高機能ＰＣ鋼材を使用するプレストレスト

コンクリート設計施工指針（案），2010.8 
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仕様変更の際の留意点④ 

項  目 ＰＥシースへの変更 

ＰＥシースは鋼製シースよりも外径が大きく，ジョイントシース部分での外径の増大も

無視することができません。 

このためＰＥシースの外径が増大することによって，当初のウエブ厚に収まらずウエブ

厚を厚くする必要が生じる場合や，片持ち架設の箱桁などでケーブル間隔を変更する必要

が生じ，その影響でケーブル高さが変更となる場合が考えられます。 

このような場合は設計計算自体の見直しが必要となるため，発注者と対応を協議してく

ださい。 

 

【ＰＥシースの接続部品】 

  ＰＥシースの標準部は，一般に5.0mの定尺長に切断された製品であるため，これらを「ジ

ョイントシース」，「定着具接続シース」，「セグメントカップラーシース」からなる接続部

品で接続して使用します。 

  ＰＥシースの接続部品は，ＰＥシース標準部や定着具と組み合わせた状態で，可とう性

や水密性についての所定の試験によって性能が確認された製品を用いる必要があります

（横締めケーブルに被覆ＰＣ鋼材を用いる場合を除く）。 

また，接続部に巻く防水テープについても，ＰＥシースの接続部において適切な遮蔽性

能を確保する上で重要な材料であることから，前述の試験に使用された防水テープと同じ

製品を用います。 

接続部品の品揃えはＰＥシースの製品ごとに異なります。とくに，プレキャストセグメ

ント桁においてその使用が必須となったセグメントカップラーシースは，現状取り揃えて

いる製造会社が限られているため，使用するＰＥシース径に対応する接続部品の有無を予

めよく確認しておく必要があります。 

 

【ＰＥシースの最小曲げ半径】 

普通ＰＣ鋼材とＰＥシースの最小曲げ半径の標準値を以下に示します。 
ＰＣ鋼材種別 ＰＣ鋼材配置方向 最小曲げ半径（㎜） 

マルチストランド 主方向ケーブル 200Ｄ※１ 

シングルストランド 横締めケーブル 100Ｄ※２ 
Ｄ：ＰＥシースの呼び径（㎜） 

※１ 片引き長 105ｍを想定した「すり減り抵抗性試験」の結果から定めた標準値 
※２ 片引き長 20ｍを想定した「すり減り抵抗性試験」の結果から定めた標準値 

ＰＥシースを用いたＰＣ橋の設計施工指針(案）１)より 

ＰＥシースの最小曲げ半径は，曲線部におけるＰＣ鋼材とＰＥシースの接触により生じ

るすり減りの影響が大きいことが知られているため，鋼製シースに比べ大きな値となって

います。 
通常，鋼製シースを用いた設計では，最小曲げ半径は 100D が用いられています。 
これを PE シースに変更する場合，PE シースの最小曲げ半径の標準値は前頁のとおり

200D となっていることからケーブル配置を変更する必要が生じる可能性があります。 

参考文献 

１）プレストレストコンクリート工学会：ＰＥシースを用いたＰＣ橋の設計施工指針

(案），2015.8 

２）土木学会：エポキシ樹脂を用いた高機能ＰＣ鋼材を使用するプレストレスト

コンクリート設計施工指針（案），2010.8 
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仕様変更の際の留意点⑤ 

項  目 ＰＥシースへの変更，被覆ＰＣ鋼材を用いる場合の確認事項 

このような場合，適用するケーブル長によっては 100D でも「すり減り抵抗性試験」に合

格し，最小曲げ半径を変更せずに適用できる場合がありますので，最新のメーカー各社の

試験結果を確認して材料選定を行う必要があります。 
主方向に被覆ＰＣ鋼材を使用する場合においても，適用するケーブル長に応じた被覆Ｐ

Ｃ鋼材を用いた「すり減り抵抗性試験」の結果から，使用可能な製品を選定します。 
 
【ＰＥシースの摩擦係数】 
普通ＰＣ鋼材とＰＥシースの摩擦係数を以下に示します。 

鋼材種類 μ λ 

ＰＣ鋼より線 0.30 0.004 

ＰＥシースを用いたＰＣ橋の設計施工指針(案）１)より 

なお，主方向に被覆ＰＣ鋼材を使用する場合は，「エポキシ樹脂を用いた高機能ＰＣ鋼材

を使用するプレストレストコンクリート設計施工指針（案）」２）において，試験により摩擦

係数を求めるか，過去の実績等を参考に別途定める必要があるとされています。 

 
【ＰＥシースの支持間隔】 

普通ＰＣ鋼材とＰＥシースの最大支持間隔の標準値を以下に示します。 
ＰＣ鋼材種別 シース呼び径（㎜） 最大支持間隔（㎜） 

マルチストランド φ95未満 750 

シングルストランド － 500 

ＰＥシースを用いたＰＣ橋の設計施工指針(案）１)より 

なお，「ＰＥシースを用いたＰＣ橋の設計施工指針(案）」１)の支持間隔の算出式に基づき，

製造会社が発行する試験成績表に記載された剛性値をもとに，使用者が最大支持間隔を算

出した場合はこの限りではありません。 
主方向に被覆ＰＣ鋼材を使用する場合においても，この算出方法により，上表の標準値

が適用可能であることを確認しています。但し，普通ＰＣ鋼材と同様に使用者が最大支持

間隔をこの算出方法から設定する場合は，この限りではありません。 
 

【主ケーブルに被覆ＰＣ鋼材を用いる場合の確認事項】 

  主方向に主として使用する 12S12.7mm 及び 12S15.2mm の鋼材は，容量とリラクセーショ

ンの点では普通ＰＣ鋼材に対して同等の被覆ＰＣ鋼材が現存しています。 

  しかしながら，被覆ＰＣ鋼材とＰＥシースを組合せて用いる場合，「ＰＥシースとの摩擦

係数」と「ＰＥシースの曲げ半径」を試験や過去の実績等から定める必要があるため，従

来桁から仕様を変更して使用する場合にはこの点に留意する必要があります。 

また影響は小さいながらも，被覆ＰＣ鋼材は普通ＰＣ鋼材に比べセット量が大きくなる

傾向があるため，必要なプレストレス量が導入可能であるかを確認する必要があります。 

 

  

参考文献 
１）プレストレストコンクリート工学会：ＰＥシースを用いたＰＣ橋の設計施工指針

(案），2015.8 
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仕様変更の際の留意点⑤ 

項  目 被覆ＰＣ鋼材を用いる場合の確認事項 

 

【横締めケーブルに被覆ＰＣ鋼材を用いる場合の確認事項】 
  横方向に用いられるシングルストランドタイプの鋼材は，普通ＰＣ鋼材に対して容量や

リラクセーションが同等の被覆ＰＣ鋼材が市場に無い場合が多く，また普通ＰＣ鋼材に比

べセット量が大きくなる傾向にあることが，プレストレスの導入量に影響を及ぼす可能性

があります。 

このため，使用するシングルストランドタイプの被覆ＰＣ鋼材の容量・リラクセーショ

ン値・セット量から，必要なプレストレス量が導入可能な鋼材配置を算出する必要があり

ます。 

  なお，セット量増大対策として以下に示す様なセット量補正型の定着装置を使用する際

は，通常の定着装置より部材寸法が大きくなるため切欠き寸法や水切り幅を調整するなど

してかぶりを確保します。 

 

セット量補正型の定着装置の例 

  現地状況により上記の対応を行っても必要とするプレストレス量が導入できない場合

は，別の対応が必要となるため，発注者と対応を協議してください。 

 

【ＰＣ板のＰＣ鋼材に被覆ＰＣ鋼材を用いる場合の確認事項】 
  ＰＣコンポ橋のＰＣ板に使用される 1S9.3 以下のＰＣ鋼材は，現状低リラクセーション

品が市場に存在していません。このため，使用する被覆ＰＣ鋼材のリラクセーション値を

用いて，当初設計の鋼材本数で必要なプレストレス量が導入可能であるかを検討します。 

 

 

参考文献 
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第３章 施工上の留意点 
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プレキャスト桁・場所打ち桁共通の留意点 

項  目 主桁製作，定着部の防錆 

 

【主桁製作時の配慮】 

横締めＰＣ鋼材定着具への路面からの雨水浸入を防止するため，主桁製作段階で地覆下

部の床版コンクリートを嵩上げし，段差を設けておきます。 

 

                         

                      

【横締め定着体後埋め部の防錆処理】 

横締めＰＣ鋼材定着のために主桁に設けた側面の切欠き部分を後埋めする場合には，打

継目処理としてコンクリート用接着剤を塗布した後に無収縮モルタル等で後埋めし，防水

剤を塗布します。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献  

20mm程度

30mm程度

床版嵩上げ部

地覆取り合い鉄筋（エポキシ樹脂塗装鉄筋）

横締めＰＣ鋼材
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プレキャスト桁の留意点① 

項  目 横締めＰＣ鋼材の組立，ＰＣグラウト 

 

【横締めケーブルのＰＥシースの接合】 

プレキャスト桁の横締めＰＥシースの間詰め部接合には，コンクリート打設に伴うセメ

ントペースト浸入防止対策を施すものとします。対策例を下図に示します。 

なお，メーカーによっては，桁に埋込むシースの外径と架設後に取付けるシースの内径

の差が極めて小さいもの（主桁埋設シース内径φ45，間詰部シース外径φ44）もあるため，

予め施工性を確認しておくことが必要です。 

 
ＰＥシース接合部のセメントペースト浸入防止対策例 

 

【横締めＰＣ鋼材の挿入】 

プレキャスト桁の横締めＰＣ鋼材には，太径の被覆ＰＣ鋼材が用いられる場合が考えら

れます。 

太径の被覆ＰＣ鋼材は，堅く曲がりにくい鋼材となるため，回転台を使用した従来の挿

入方法がとれなくなることが考えられ，その現場の作業条件から適切な挿入方法を予め検

討しておく必要があります。 

 

【横締めケーブルのグラウト注入速度】 

横締めケーブルは直線的かつ細径で注入量が少ないことから，グラウト注入流量が「Ｐ

Ｃグラウトの設計施工指針」１）に記された標準的な範囲を逸脱しない様注意します。 

 

参考文献 
１）プレストレストコンクリート工学会：ＰＣグラウトの設計施工指針－改訂版－，2012.12 
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プレキャスト桁の留意点② 

項  目 横締めＰＣ鋼材定着部の防錆処理 

プレキャスト桁の横締めＰＣ鋼材定着部には以下の防錆処理を施します。 

具体的には，横締めＰＣ鋼材の支圧板・定着具・ＰＣ鋼材端部の露出面に防錆処理を施し，Ｐ

Ｃグラウト用の保護キャップを存置し，シリコン系止水材にてコンクリートと支圧板の境界４

辺，支圧板とスリーブの境界外周をシールするものとします。被覆ＰＣ鋼材を用いた場合の一例

を以下に示します。 

緊張終了後，ＰＣ鋼材切断面に被覆ＰＣ鋼材の

被覆と同等の防錆材料（エポキシ補修用材料）を

塗布します。 

その後，現場で防錆材を塗布する場合，防錆材

料は「構造物施工管理要領」１）の「鉄筋防錆材の

性能照査項目」（資料２）の規定を満たす材料を選

択するものとします。一方，予め工場で防錆処理

された支圧板及び定着具を使用する場合，各メー

カーの仕様（資料３）に基づくこととします。ま

た，工場で防錆処理されていない露出面は，ＰＣ

鋼材切断面と同じ防錆材料もしくは資料２に適合

する材料を現場で塗布します。 

【定着部防錆処理の例】 

 

《現場塗布の場合》          《工場防錆処理部材使用の場合》 

 

コンクリートと支圧板の境界４辺，支圧板とスリーブの境界周囲

はシリコン系止水材にてシールするものとします。 

ＰＣグラウト時に使用した保護キャップは取外さず存置すること

を基本とします。 

【保護キャップの例】 

 

 【注意事項】 

現場で防錆処理を行う場合，緊張前に実施すると支圧板と定着具の間に処理材が入り摩擦力が

小さくなり，緊張時に定着具とジャッキが回転してプレストレスの導入に支障を来す恐れがある

ため，防錆処理は必ず緊張終了後に行うこととします。 

ＰＣグラウト時に使用した保護キャップを存置した場合，その先端でかぶりを確保する必要性

から，新規設計案件ではこの点を考慮して水切り幅を設定します。既存の設計案件に適用する場

合は，先付け型の支圧板を使用する，主桁定着部に製作段階で切欠を設けるなど，ケーブル形状

の調整が必要となる場合があります。 

参考文献 
１）東日本高速道路株式会社，中日本高速道路株式会社，西日本高速道路株式会社：

構造物施工管理要領（平成25年 7月版） 

横締めＰＣ鋼材

（被覆ＰＣ鋼材）シール

防錆処理

かぶり確保 床版嵩上げ部

水切り

プレキャスト桁

地覆（現場打ち）

保護キャップ

存置

主桁定着部切欠き

シリコン系止水材でシールする

・コンクリートと支圧板の境界４辺

・支圧板とスリーブの境界外周

緊張後，定着具頂部の

露出面に塗布型の防錆処理を施す

予め工場塗装

緊張後，ＰＣ鋼材切断面に

所定のエポキシ材を塗布する
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プレキャスト桁の留意点③ 

項  目 ＰＣ板のＰＣ鋼材切断面の処理 

 

ＰＣコンポ橋のＰＣ板のＰＣ鋼材切断面の処理方法は，以下の要領で行うことにします。

具体的には以下のとおりとします。 
 
■施工フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用材料の選定要領 

工程 使用材料 材料の選定 

エポキシ補修用
材料の塗布 

補修用材料 
「エポキシ樹脂を用いた高機能ＰＣ鋼材を使用するプレストレスト
コンクリート設計施工指針（案）」１）に適合するもの 

 

 

参考文献 
１）土木学会：エポキシ樹脂を用いた高機能ＰＣ鋼材を使用するプレストレスト

コンクリート設計施工指針（案），2010.8 

被覆PC鋼材の切断 

エポキシ補修用 
材料の塗布 

終了 

被覆PC鋼材はPC板端面で切断する 

被覆PC鋼材切断面にエポキシ樹脂被覆の補修用材料を塗布する 

脱枠 
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場所打ち桁の留意点 

項  目 張出し床版部の補強，緊張時の温度，横締め定着部の防錆 

 

【張出し床版先端部のＰＣ鋼材配置】 

片持ち架設工法において，施工ブロック長が短く張出し床版長が長い場合，施工時の打

継目部で張出し床版先端まで有効にプレストレスが導入されない状態が考えられます。 

このような状態が想定される場合には，張出し床版先端付近にブロック毎または数ブロ

ック毎に緊張できる補強ＰＣ鋼材を配置します。 

 
補強ＰＣ鋼材配置の例（設計施工マニュアル（案）［道路橋編］１）より） 

 

【緊張力導入時の温度】 

  「ＰＥシースを用いたＰＣ橋の設計施工指針(案）」２) では，緊張時にＰＥシースに接す

るコンクリートの温度が 50℃よりも高温になることが予想される場合には，別途温度条件

を変更して「すり減り抵抗性試験」を実施するか，コンクリートの温度が「すり減り抵抗

性試験」で所定の性能が得られることが確認されている温度（50℃）以下に低下してから，

緊張作業を行う等の配慮が必要であるとされています。 

 

【プレグラウトＰＣ鋼材定着部の防錆処理】 

プレグラウトＰＣ鋼材の取扱い方法は，「ＰＣグラウト＆プレグラウトＰＣ鋼材施工マニ

ュアル」３）に記された事項を遵守します。 

 なお，横締め定着体は予め工場にて防錆処理を施されたもの，若しくは現場にて防錆材

を塗布するものとします。 

この際，防錆の材料はプレキャスト桁の方法に準ずることとし，防錆を行う箇所は以下

の図のとおりとします。 

 

参考文献 

１）東北地方整備局：設計施工マニュアル（案）［道路橋編］平成28年 3月 

２）プレストレストコンクリート工学会：ＰＥシースを用いたＰＣ橋の設計施工指針

(案），2015.8 

３）プレストレスト・コンクリート建設業協会：ＰＣグラウト＆プレグラウトＰＣ鋼材施

工マニュアル2013改訂版，2013.8 
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Abstract Air content in hardened concrete has been said to greatly influence the durability of concrete 

structure attacked frost damage. However, any test or experiment has not successfully proved the causal 

relation between the air content of high strength precast concrete members during plant fabrication and 

freeze-thaw resistance of those members. Therefore, various investigations were performed on the 

precast prestressed concrete girders fabricatied by steam curing in the plant. This report shows the results 

of those investigations. 

Key words Precast prestressed concrete, Air content, Freeze-thaw resistance, Scaling 
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